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古ジャワ文学におけるスタソーマ物語の受容と変容

青 山 亨*

TheAdoptionandStructuralTransformationinOldJavanese

LiteratureofSuta80ma,anIndianBuddhistStory

ToruAoYAMA+

TheprocessofJavanizationoflndianculture
isstrikinglyillustratedbythetransfわrmationof
Sutasoma,aBuddhiststoryaboutanincarnation
oftheBuddhawhoconvertedacannibal,which

ispreseⅣedintwoOldJavanesetextsandmore
tllan201mdiantextsandChinesetranslations.

Bycomparlngthestructureandcontentsofthe
storyfわundinoneoftheOldJavanesetexts,
writtenbythefわurteenth-centurypoetMpuTan-
tular,withtheIndianandChinesetexts,itseems

clearthatwhatisseenastheSutasomastoryln
theformercouldoriginatesolelyfrom thePaIi
SutasomaJ'ataka (No.537),thoughtheauthor
utilizedelementsfromothersourcesaswell.Some

は じ め に

ここでとりあげる古ジャワ文学 というの

は,空間的にはジャワ東部を創作活動の主な

中心とし,時間的には10世紀中ごろから15世

紀初頭にかけて,言語的にはオース トロネシ

ア語族に属する古ジャワ語 (カウィ語)によ

って書かれた,そして何よりも,サンスクリ

ットを媒介としてインド文化の大きな影響を

受けて成立したヒンドゥー･ジャワ文化から

生まれたさまざまな文献の総称である｡

*DepartmentofIndonesianandMalayanStud-
ies,University ofSydney,N.S.W.2006,
Australia

signi丘cantchangesinthesecondOldJavanese
text(includedasanabridgedversioninCan-
tahabarwa,whichisbelievedtohavebeencom-
piledinthefifteenthorsixteenthcentury),Such
asthedismantlingoftheintricatestory-within･
a-Storystructureintoachronologicalsequence
ofepisodes,thereplacementoftheorlglnalthe-
ologlCalteachingsbydown-to-earthpreachings,
andtheemploymentoftheMiddleJavaneseusage
ofpersonalpronouns,aresuggestedtobethe
resultofanattempttoadaptthestoryf♭rthe
wayang,though towhatextentthetextwould

actuallyhavebeenusedforthispurposerequires
furtherinvestigation.

ジャワ文化の中核ともいうべきヒンドゥー

･ジャワ文化は,外来のインド文化という他

律的な契機と,ジャワ固有の文化という自律

的な契機からなりたち,発展してきた｡それ

だけに複雑な様相を呈するその全貌をとらえ

ることは,けっして容易なことではない｡そ

のためにはさまざまな分野での研究の積重ね

が必要とされる｡しかし,そのなかでもとり

わけて,ヒンドゥー ･ジャワ精神の直接的言

語表現である古ジャワ文学の多面的な研究が

重要視されねばならぬことは言をまたないで

あろう｡

本稿では,この古ジャワ文学理解の橋頭壁

として,インドから伝えられつつも独自の変
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化を遂げたスタソーマ (Sutasoma)物語を材

料としてとりあU,思想 ･宗教的側面にでは

なく,主に物語の構造の変化に着目して,こ

の物語がインドから受け入れられる過程,ジ

ャワ内部であらたな変貌を遂げていく過程を

分析する｡

Ⅰ スタソーマ物倍の性格

スタソーマという主人公が人食い王を調伏

するという物語は,インドだけでも20点をこ

す仏教文献によって伝承されているが,本稿

ではそのうち11点の文献をとりあげ,ジャワ

の2点とあわせてスタソーマ物語と総称する

ことにする｡1)個々のスタソーマ物語は,人

食いの調伏という基本的テーマでこそ一致 し

ているが,量的にも内容的にも差異がみられ

る｡インド側テキス ト11点について,ひとつ

ひとつ具体的な内容を紹介することは,本稿

の目的ではなく避けておくが,それらの物語

構造に関しては第3章で分析がなされる｡

一方,古ジャワ語のスタソーマ物語を伝え

るテキス トには2点ある｡ ひとつ は,14世

紀後半にマジャバイト朝 (Majapahit)の宮

廷詩人タントゥラル (MpuTantular)が書

いたカカウィン (kakawin,韻律詩)の ｢ス

タソーマ｣(Sutasoma,Sue.K と略す)であ

り,もうひとつは,それからおよそ1世紀な

いし1世紀半遅れてまとめられた物語集,チ

1)インド伝乗のスタソーマ物語を詳しく研究した
渡辺海旭は24点のテキストを資料としてあげて
いる[Watanabe1909:240-241]｡この24点に
はスタソーマ物語としては周辺的な位置をしめ
るテキストも含まれている｡本稿ではそのう
ち,人食いの調伏という中核的テーマを含まな
いもの,明らかに他のテキストの要約･翻訳に
すぎないもの,スタソーマ物語に言及しても内
容を語らないものを考察の対象から除外する｡
なお,漢訳文献を含めているのは,それらの原
典がインドに伝承されていたという前提にたっ
てのことである｡

I

ヤンタカパルワ (Cantakabarula)に収められ

ている散文のスタソーマ物語 (Sue.Cpと略

す)である.Sut.Cpはあとで詳しく述べる

ように,Sut.K の内容をほぼ忠実に簡約化

したもので,Sut.K のダイジェス ト版 とい

ってさしつかえない｡その内容は,プルシャ

-ダ ･シャーンタ (PuruSa-da･Sa-nta,調伏さ

れた人食い) という Sut.K の別名が示すよ

うに,2)インド伝承のスタソーマ物語からテ

ーマを引きつぎ,スタソーマ物語と呼ぶにふ

さわしいが,具体的な筋やモチーフに関して

は大きな相違がみられる｡物語の内容につい

ては,第 2章で Sut.K の概要を相介する.

古ジャワ語スタソーマ物語の形式面について

は,次に章をあらためて古ジャワ文学史の流

れのなかで述べることにする｡

現存する最古の古ジャワ語史料は804年の

日付をもつ碑文である｡3)しかし,ボロブドゥ

-ルやプランバナンに代表される壮麗なチャ

ンディ遺跡とは対照的に,ヒンドゥー･ジャ

ワ文化が中部ジャワ期 (7世紀中ごろから10

世紀はじめまで)に生み出したであろう古ジ

ャワ語の文学作品は,現在何ひとつ残されて

いないOそれは,1016年のプララヤ (pralaya,
大異変)によるテキス トの散逸が原因なのか

もしれない [Naerssen1977:60]｡ ともあ

れ,今日われわれが知りうる古ジャワ文学の

歴史は,カディリ (Kaqiri)に政治権力の中

心が完全に移行 した929年ごろ,すなわち東

ジャワ時代とともに始まる｡

古ジャワ文学史は,プルポチョロコ (Poer-

2)Sat.K は主人公の名前から｢スタソーマ｣と
して広く知られているが,テキスト本文ではプ
ルシャ-ダ･シャーンタが樟題としてあげられ
ている｡

3)これはスカブミ碑文 (Sukabumi)として知 ら
れている｡この804年の碑文は,実は,本来921
年の碑文が刻まれていたところに,あとから転
写されたものである [Casparis1975:31note
9]｡しかし,9世紀には古ジャワ語が使用され
ていたことは動かないであろう｡
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batjaraka)にしたがって古散文期 ･古韻文

期 ･新期の3期にわけて理解するのが便利で

あろう [Poerbatjaraka1952;崎山 1974:

118-119]｡さて,カディリ朝 の前期 に対応

する古散文期の特色は,サンスクリット文学

の散文による翻訳にある｡ 第 4代ダルマワン●■●●●●●

シャ王 (Dharmawah畠a,991-1016年)のもと

で,叙事詩マ--バーラタ (Mahd-bhかlata)

全18巻のうちアーディパルワ (A坤 aruJa,罪
t●
1の巻)など3巻が翻訳されたと伝えられて

いる [Zoetmulder1974:96]｡本来パル ワ

(parwa)という語は書物の ｢巻｣を意味する

サンスクリットparvanに由来するが,以後

ジャワにおいては叙事詩に取材 した散文作品

をさすジャンルの名称として用いられるよう

になった [Ensink1967:1-3]｡

カディリ朝は1016年のプララヤにより一時

断絶するが,中興の祖アイルランガ(Airlahga,

1019-1045年)によって回復 し,200年にわた

る繁栄の時代をむかえた｡古韻文期はこの時

期に対応し,サンスクリット文学の韻文によ●●●●

る翻案が盛んなことを特色とする｡古ジャワ

語でこの韻文詩のジャンルをカカウィンと呼

ぶ｡これは,サンスクリット kavi(詩人)が

ジャワ化 した kawiに,抽象名詞をつくるジ

ャワ語の接辞をつけた派生語で,同じくkavi

から派生 したサンスク1)ットの kavya(美文

請)と,語形成的にも意味的にも興味深い並

行現象を呈 している｡ 内容的にはパルワと同

じく主として叙事詩に取材 して英雄の武勇談

などを語り,形式的にはサ ンス ク リッ トの

修辞技巧と韻律規則にのっとって書かれ る

libid..I2-3;Zoetmulder1974:101-102].
本格的なカカウィンの始ま りは,アイル ラ

ンガ治世下,王を称えるために詩人 カ ンワ

(MpuKapwa)が書いたアルジュナウィワ-

- (Arjunau)iu)a-ha,アルジュナの結婚)であ

る [Zoetmulder1974:243-246]｡これは,ジ

ャヤバヤ王 (Jayabhaya)の もとで,1157年

に詩人パヌル (MpuPanuluh)によって完成

されたバーラタユッダ (Bhd-ratayuddha,バ

ラタ族の戦争)とならんで [ibid.:269],い

ずれもマ--バーラタにもとづいたカカウィ

ンとして,この時期を代表する文学作品であ

る｡また,アイルランガ治世以降バ リ島-の

ジャワ文化の持続的影響が始まったこともみ

のがすことができない｡

カディリ朝は1222年に滅び,70年間のシン

ガサーリ朝 (Si血hasari) を経たのち, 1293

年にウィジャヤ (RadenWijaya)によって

マジャバイト朝が創始された｡この時点から

イスラムの浸透がすすむ15世紀にかけてが,

古ジャワ文学の新期に相当する｡この時期に

なると,モチーフこそインド文学から借りて

はいるが,ジャワ人白身の独創性が十分に発

揮された創作がおこなわれるようになった｡■●

王朝の最盛期である14世紀後半,有能な宰相

ガジャ･マダ (GajahMada)に補佐された

ラージャサナガ ラ王 (Rajasanagara,1350-

1389年)治世下には,宮廷詩人プラパ ンチャ

(Prapafica)によって史詩ナーガラクリクー

ガマ (Na-garakrta-gama,王朝事蹟伝)が,ま

た同じくタントゥラルによって Sut.K が書

かれている. Sut.K は148章,1,210詩節か

らなるカカウィンである｡成立年代は,その

内的証拠から,ナ-ガラクリクーガマがつく

られた1365年から王が死去 した1389年までの

問と推定されている libid..･342]Oなお,バ

リ島が文化的のみならず政治的にもヒンドゥ

ー ･ジャワ圏の重要な一員となったのも,こ

のころであった [ibid.:20].

ラージャサナガラ王以後,マジャバイト朝

の勢力は急速に衰退 し,16世紀はじめごろに

はジャワからヒンドゥ- ･ジャワ王国の姿は

消えた｡それと軌を一にして,ジャワにおけ

る文化的状況は,ヒンドゥー ･ジャワ卓越か

らイスラム卓越-と移行していく｡ジャワ文

学史においても,必ずしも画然 と した もの
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ではないが,15世紀 ごろか ら中期ジャワ語

期-はいったとされている [Poerbatjaraka

1952].ところで,Sui.Cpが収め られてい

る物語集チャンタカパルワの成立年代は,そ

の言語的特徴から15世紀ないし16世紀前半と

推定される｡4) これは一種の百科全書的性格

をもつ文献で,スタソーマ物語を含めたいく

つかの物語の要約と古ジャワ語の語嚢を集め

た辞書的項目からなりたっている｡その編纂

者は不明である｡言語は基本的に古ジャワ語

であるが,中期ジャワ語の語柔の流入が著し

くみられる [Ensink1967:ト13]｡このよう

な文献の出現自体,古ジャワ語期から中期ジ

ャワ語期-の文化的転換期にあって,｢古典｣
文化の総括 ･継承が必要とされた社会状況の

反映であろう｡

ジャワにおけるイスラム化に もかかわ ら

ず,バ リにおいては,バ リ独自の変化を示 し

つつも,ヒンドゥー･ジャワ文化が受けつが

れた｡古ジャワ語文献は保存 ･転写され,ス

タソーマ物語を含めて多くのカカウィンの物

語が,今日も好んで ワヤン･クリット (wa-

yangkulit,影絵芝居)の演 目にとりあげ

られている [ibid.:213]｡ 実際,われわれの

Sut.Kや Sut.Cpの写本も,その多 くがバ

7)島に保存されていたものである [ibid.:4-

6,14;Pigeaud1967:188-189,30ト302;

SoewitoSantoso1975:ll-14]｡

この章の最後に,古ジャワ語スタソーマ物

語をめぐる研究史を一瞥 しておこう｡ Sui.K

がはじめて学界に報告されたのは1888年オラ

4)マジャバイト朝後期ないしそれ以後の成立と
されている,コーラワ-シュラマ (KorauJaS･
rama)というテキストがある｡エンシンクに
よれば,チャンタカパルワにはこのテキストよ

りも言語的に新しい要素が多いが,しかし明ら
かにバリ語とわかる単語は見出されないという
[Ensink1967:13]｡言語的特徴による年代決
定は推測の域を出るものではないが,とりあえ
ず15世紀ないし16世紀前半としておくのが妥当
であろう｡

○

ンダのケル ン (H.Kern)によってであった

lKern1888]｡彼は,Sut.Kをサンスクリッ

ト仏教説話集 ジャータカマーラー (Ja7aka-

ma-la,Jm と略す)第31話およびパーリ聖典

中のチャ))ヤーピタカ (Cariya-pitaka)III.12

(ジャータカ第537話を6詩節の韻文に圧縮

要約 したもの)と比較して,相違点を指摘 し

ている｡ しかし,その論旨はむしろマジャバ
シンクレテイズム

イ ト時代におけるシワニプッダ混交信仰を立

論することにあったから,仝148章からなる

Sut.K のうち第 1章と第139章のそれぞれ一

部をあげるにとどまり,作品の全貌を明らか

にするにいたらなかった｡ これを受 けて,

1895年にスペイエ ル (∫.S.Speyer)は彼の

Jm 英訳本の脚注においてケルン論文に言及

し,Sui.K の存在に読者の注意を喚起 して

いる [Speyer1895:291】｡

一方,インドにおけるスタソーマ物語に関

しては,渡辺海旭が1909年に,パーリ･サン

スクリット･漢訳の諸仏典から二大叙事詩 ･

プラ-ナ･ヴェ-ダまでをも精査 した研究を

発表した [Watanabe1909]｡ これは, 同一
ヴアリアン ト

説話に属する諸異話を,それらの先後貸借関

係を確定することによって,ひとつの変遷史

として再構成するという方法論の範例的な研

究である｡しかし,古ジャワ語スタソーマ物

請-の言及はそこに見出されない｡このあと

を追って,1912年に再びケルンが渡辺論文と

同趣旨の研究を発表 したが,内容的に二番煎

じの感まぬがれがたく,またここでの彼の主

眼は,当時の神話学の趨勢を反映して,スタ

ソーマ物語の起源を月食-自然神話に求める

ことにあったから,古ジャワ語スタソーマ物

語への言及にはわずか数行がさかれたにすぎ

ない [Kern1912]｡.

このように,古ジャワ語スタ ソーマ物語

は,その存在自体が比較的早 くか ら知 られ

ていたにもかかわらず,内容全体について

の比較 ･検討は長い間なされないままであっ
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た｡5) ェンシンク (J.Ensink)が Sut.Cpを

枚訂し,序文 ･英訳とともに発表 したのは

1967年であり [Ensink1967],スウィト･サ

ントソ (SoewitoSantoso)が Sut.K の校訂

本文 ･英訳に序文をつけて出版 したのは1975

年のことであった[SoewitoSantoso1975]｡6)

本稿では,これら先学の成果の上 にたちつ

つ,古ジャワ文学側の視点から,個別的な問

題点ではなく全体的な見通 しをつけるという

方向で論をすすめていきたい｡

ⅠI Sat.K の梗概

①スタソーマの誕生 ･出家 (1･5-12･4)

ハスティナ (Hastina)に都す るクル族

(Kuru)の後者マ--ケ-トゥ王(Mahaketu)

は,悪鬼らの跳梁に悩まされていた｡悪鬼退

治の希望を未来の王子に託した王の祈りに応

じて,ジナ (Jina,プッダの別名)自身が王子

として誕生する｡ スタソーマ (Sutasoma)と

名づけられた王子は,人々の期待に反して,

悟りを求めて秘かに修行の旅に出る｡

@ケ-シャワ尊者との出会 い (12･5-16･

5)

女神にスメール山 (Sumeru)で修行す る

ようすすめられたスタソーマは,途中の庵で

ケ-シャワ尊者 (KeSawa)に会う｡尊者 は

スメール山まで王子に同行することになる｡

④スミトラ尊者との出会い (17･1-29･5)

スタソーマは山中の庵でス ミ トラ尊者

(Sumitra)に会う｡尊者は

(a)尊者とスタソーマとが身内であり,スタ

5)したがって,Pigeaud[1967:188]のような
基本的文献解題においてさえも記述に混乱がみ
られる｡Sue.K において人食いがカルマーシ
ャパーダ (Kalma等ap畠da,斑足)の名で呼ばれ
る事実はなく,エンシンクの校訂テキス トは
Sut.K でなくSut.Cbである.
6)エンシンクは1974年にSut.K の38･1から
42･4までの校訂･英訳･分析を発表している
[Ensink1974]0

ソーマにダシャバーフ(Da畠abahu)とチ

ャンドラワティー (Candrawat壬)という

兄妹のいとこがいること,

tb)ダシャバーフの神秘的な誕生の次第,覗

在カシ国 (Ka菖i)の王として悪鬼退治に

従事していること,

(C)スダシャ王 (Suda畠a)の息子が人食い

(Puru!ada)となり,悪鬼の軍隊をひき

いて人々を襲うようになった経緯,

を語り,スタソ-マだけが世界を救えると告

げるが,王子の求道の決意はゆるがない｡

④ガジャワクトラ (Gajawaktra,象の化け物)

の帰順 (29･6-33･5)

⑤蛇の帰順 (33･6-34･2)

⑥雌獅子の帰順 (34･3-42･6)

スクソーマは,旅の途中で遭遇 したガジャ

ワクトラ,舵,雌獅子を次々と帰順させ,自

身は修行のためスメール山にはいる｡

⑦インドラ神の誘惑 (43･1-54･6)

スタソーマの心を修行から俗界に引きもど

して人食いの調伏にむかわせようと,インド

ラ神 (Indra)は美 しい女神に変身してスタソ

ーマを誘惑しようとするが,失敗する｡神々

の意を察したスタソーマが ワイローチ ャナ
ぴ る しや な Rつ

(Wairocana,昆慮遊郭仏)の姿に変 じてみせ

ると,その前に神々や聖人たちが集まり,人

食いの調伏を祈願する｡

④ダシャバーフとの出会い (54･7-57･9)

スタソーマはついに下山を決意 し,折から

再来 したケ-シャワ尊者とともに飛行して山

を降りる｡偶然の機会からスタソーマはダ

シャバーフと出会う｡ケ-シャワ尊者の説明

でいとこ同士と知ったダシャバーフは大いに

喜び,スタソーマをカシ国に招き,妹のチャ

ンドラワティーを妻として与えることを申し

出る｡

@スタソーマの結婚 (57･10-85･2)

カシ国-の旅の途上,ダシャバーフは

(a伯 身の結婚のいきさつ,それをきっかけ

7
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としてコ-シセ王 (Koia)と戦 きにな

り,勝利 したこと

を語る｡やがて,花嫁をむかえて盛大な婚礼

がもよおされる｡

⑳スタソーマの帰国 (85･3-93･3)

スタソーマはダシャバーフをつれてハステ

ィナに帰国し,王位をつぎ,しばらくして王

子アルダナ (Arddhana)を得る｡ダ シャバ

ーフは守備隊長として,そこにとどまる｡

⑪人食いの百王捕獲 (94･1-110･14)

そのころ,足の傷から重い病にかかってい

た人食いは,傷が回復すれば100人の王を犠

牲に捧げようと,カーラ神 (Kala)に誓いを

たてる｡健康をとりもどした彼は,悪鬼たち

に命じて首尾よく99人まで王を掃獲する｡ シ

ンハラのジャヤウイクラマ王 (Jayawikrama,

実はウィシュヌ神の化身)が戦死したので生

けどることができなかったが,計略によって

100人めの王をとらえるのに成功する｡

⑲人食いのハスティナ進撃 (111･1-120･
7)

しかし,カーラ神は捧げられた百王を拒絶

し,スタソーマを犠牲に捧げるよう要求す

る｡ 人食いは軍勢をひきいて-スティナに進

撃する｡ 一方,自分だけが犠牲になればよい

というスタソーマをおしとどめて,抗戦を主

張するダシャバーフたちは反峯に出る｡

⑬決戦 (121･1-137･2)

2日間の激戦の末,ル ドラ神 (Rudra,シ

ワ神の異名)の化身となった人食いのすさま

じい力によって,一時は優勢だったハスティ

ナの軍隊は壊滅する｡

⑭人食いの帰慣 (138･1-140･10)

ついにスタソーマ自身がル ドラ神にまみえ

る｡ル ドラは彼を焼き殺そうとするが,その

炎はアムリタ (amrta,不死の霊水) にかわ

って地上に降りそそぎ,戦死者たちを蘇生さ

せる｡ 攻撃の失敗に怒り狂ったル ドラは,世

界を焼きつくす却火に変身して世界を破壊 し

8

ようとする｡ 神々が仲裁にはいってジナ (ブ′
ッダ)とシワ (Siwa,シワ神)の本体の同一

を説く｡スクソーマの供想の力で人食いの体

からル ドラ神は去り,我にかえった人食いは

スタソーマに和を請う｡

⑮カーラ神の帰順 (140･11-147･6)

スタソーマはカーラ神のもとに赴き,自分

の命と引きかえに100人の王を解放させる｡

カーラ神の攻撃もまたすべて無効におわり,

ついにスタソーマに帰順する｡

⑲結末 (147･7-147･22)

スタソーマたちはハスティナに帰還 し,

神々,人々,悪鬼たちもそれぞれしかるべき

ところへと落ちつく｡その後,苦行の力によ

ってスタソーマと王妃は天にのぼり,王位に

ついた王子アルダナのもとで国は栄える｡

ⅠⅠⅠ インt<伝来のスタソーマ

物帯と SzLt.K

表1の左側に,インド伝乗のスタソーマ物

表 l S7Lt.K とインド伝来スタソーマ
物語の比較

テ キ ス ト IA IBIIBⅡ′

Sue.K

I537

I513
Jm31

Bha34

旧雑書PA経

六度集隆

雄菅聴軽

僧伽羅剰所業経

大智度論

安息経

師子素駄婆断内在

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
○
○

×

×

○
○
×

×

×

×

×

○
○

○
×

○
×

×

○
○
×

×
×

○

×

○
×

○
×

×

×

×

×

○
×

注)○-該当するテーマがテキスト中に見出
される｡

×-該当するテーマがテキスト中に見出
されない｡
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語を伝える11点の仏教文献を示 した｡これら

のテキス トは,その全体あるいは一部におい

てスタソーマによる人食いの調伏という物語

を共通して語っているが,具体的な内容 に

は著しい変化がみられる｡ では,インドに流

布 していたこれらのさまざまなスタソーマ物

語と古ジャワ語スタソーマ物語,なかんずく

Sut.K との関係はいったいどうなっている

のだろうか｡

この問題に関連 して,エンシンクはジャー

タカ第537話, マハ一･スタソーマ ･ジャー

タカ (大いなるスタソーマ本生話,Maha-su-

tasomaja-iaka,J537 と略す)のテキス ト中に

Sut.K と類似する箇所がふたつあることを

指摘 している [Ensink1967:59note3,61

note30a] ｡ これを最初の手がかりと して と

りあげてみよう｡その第 1は,なぜ人食いが

人食いをこととするようになったかを説明す

る部分である [Sut.K:22･6;J537:458].

いずれのテキス トも,王のために料理人が用

意しておいた品を犬が盗む,料理人は人間の

死体から太腿の肉を切りとってきて調理して●●●●●●●●●●

王にさし出す,という具体的な記述 におい

て,言語 ･文体の差をこえてきわめてよく一

致 している｡ 第2は,なぜ人食いが100人の

王たちをとらえようとしたのかを説明する部

分である [Sut.K:94･1;J537:472]｡そ

れによれば,人食いは森のなかで足に深いけ●●●●●

め.ミをする.彼は傷の回復を神に祈り,その代

価として100人の王をとらえて犠牲に捧げる

ことを誓う｡ ここの記述もよい一致を示 して

いる｡

さらにJ537との間に類似点を捜そうとす

るなら,上の2カ所に加えてもう1カ所あげ

ることができると思われる｡それは,人食い

が100人の王を捕獲しおわって犠牲に捧げよ

うとしたとき,神がそれを受けとることを拒

否 し,ただひとりの犠牲としてスタソーマを

指名するという部分である [Sut.K:101･1;

J537:475]｡7)この部分は,具体的記述にお

いて一致 しているわけではないが,物語の構

造上きわめて注目すべき轍似点である｡ なぜ

なら,｢百王捕獲｣のモチーフを もつ他のテ
キス トでは,｢百王捕獲｣がスタソーマの捕
獲-直接つながっていくのに対 し,このふた

つのテキストにおいてのみ,100人のなかの

ひとりではな く,100人の王全部にもまさる

すぐれたひとりとしての特別な価値がスタソ

ーマに与えられているからである｡

このように,Sut.K とJ537 との問には

少なくとも3カ所の類似点が見出される｡む

ろん,このような一致は,他のテキス トには

みられないという前提がなりたってこそ意味

をなすものであり,事実 J537以外のテキ

ス トには存在 しない排他独占的な類似点であ

る｡しかし,あるテキス トとの類似点だけを

積み重ねても,強い関係を示す必要条件には

なるかもしれないが,十分条件にはなりえな

い｡インド側のテキス ト群を総体として対席

する作業が不可欠である｡そこで少 しアプロ

ーチの仕方をかえてみよう｡
ヴア リアン ト

インド伝承のスタソーマ物語が多様な異話

をもっことはすでに述べたとおりであるが,

これらを物語の構造の違いによって基本的な

類型に分類することが可能である｡8)まず,

スタソーマ物語は二重のテーマの結合からな

りたっている｡ これらふたつのテーマを A,

Bと名づけておく｡第 1のテーマ Aは,ス

タソーマによる人食いの調伏である｡ ここで

は人食い側の事情はいっさい考慮されない｡

それは以下の3場面から構成されている｡

al: スクソーマが人食いにさらわれる｡ と

7)ただし動棟は異なる｡J537の神は,自分の意
に反して100人の王が犠牲にされるのを憂い,
スタソーマが彼らを救うであろうことを予想し
てスタソーマを指名するのだが,SUE.Kでは
神自身がスタソーマを生けにえとして欲する｡
8)以下の議論は河野 [1980],Watanabe[1909]
から示唆を得た｡

○
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ころが,彼はこれより以前,あるバラ

モンに説教の代価として報酬を与える

約束をしていた｡そこで,

a2: スタソーマは必ずもどるという条件で

一時的に放免 してもらう｡

a3:スタソーマは言葉違わず人食いのもと

にもどり,その誠実さとすぐれた感化

力によって彼を調伏する｡

次に,第2のテーマBは,ある王がどのよ

うにして人食いとなったかという話である｡

これはテーマAとは逆に人食いの視点か ら

語られる｡ このテーマは,なぜ人食いとなっ

たかを,父親が雌獅子と交わ った結果で き

た子だからという先天的な原因に求めるか

(BI),後天的に何らかの原因で人食いとな

ったとするか (BⅡ)で,ふたつに区分するこ

とができる｡ 実際のテキス トには,BIlのみ

のテキストと,BIとBⅡを組みあわせて潜

在的素質が,ある原因で顕在化したとするテ

キス トとがある｡さらにBEは,

bl: ある王が,ある原因で人食いとなる,

b2: 人食いは,ある危険な状態から脱する

ために,ある神に対して一定数の王を

犠牲に捧げることを誓う,

という明確な構造をもっているもの (BⅡ′)

と,それ以外の不定の構造をもつもの (BⅡN)

とにわけられる｡bl に関しては料理人が関

与するモチーフが,b2 に関 しては ｢百王捕

獲｣のモチーフが,それぞれ特徴的である｡9)

BⅡ′,BE〝いずれの構造をもつにせよ,重要

なことは,テーマBだけでは ｢人食いの調

伏｣物語にはなりえない,テーマAと結びつ

9)インド側テキストのなかで賓愚経はやや特異な
位置をしめている｡blのモチーフのあとは,
典型的な ｢百王捕獲｣のモチーフではなく,
1,000人の王をとらえて宴会を開く話になる｡
とらわれた999人の王たちは,スタソーマなら
自分たちを救ってくれるだろうと考えて,1,000
人めに彼をとらえてくれば宴会がより立派にな
ると,人食いをそそのかす｡

10

くことによってはじめてスタソーマ物語とし

てなりたつということである｡10) この点で,

BⅡ′型のテキストにおいては,｢百王捕獲｣

のモチーフが直接 ･間接的にスタソーマの捕

獲へとつながって,ふたつのテーマを結びつ

ける重要な役割を果たしている｡

さて,以上の類型にしたがって11点のイン

ド側テキス トおよびSut.Kを分析 したのが,

表1の右側である｡ 一見してただちにわかる

ことは,Sue.K には他のスタソーマ物語 と

共通している要素が BⅡ′しかないというこ

とである｡BⅡ′だけから構成されるスタソ

ーマ物語がインドにおいて存在 しえない以

上,Sut.K は A十[BI]十Bzl′型のスタソ

ーマ物語から BⅡ′の要素をとり入れたと判

断するのが妥当であろう｡逆にいえば,この

BⅡ′以外の部分はインド伝承のスタソーマ

物語に見出されない Sut.K独自の要素とい

うことになるが,これについてはのちほど検

討することにして,まず A十[BI]十BⅡ′型

のスタソーマ物語と Sut.K の共通部分であ

る BⅡ′について,より具体的な比較をして

おきたい｡

表2は,A十[BI]十BⅡ′型に属する5点の

インド側テキス トおよび Sut.Kから,bl,b2

のモチーフをとり出して比較 ･対照したもの

である｡ 前述の ｢犠牲の拒絶｣のモチーフも

b2 の展開型とみなせるから,その有無 もあ

わせて表示 しておいた｡この表からただちに

J537と Sut.K のみが正確に一致している

ことがわかるであろう｡先に指摘した3カ所

の類似点も,この部分にはかならない｡以上

のことから,現在知られている資料にもとづ

く限り,J537と Sut.K との間に,はかに

10)河野 [1980],Watanabe[1909]によれば,本
来テーマAだけから構成された原物語が存在
していたところ-,テーマBの要素が段階的
に付加されていくことによって,スタソーマ物
語は発展したという｡
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表2 Bt′の 内 容 の 比 較

人食い化の原因

料 理

を盗む

テキスト
嘉 空 .毎 理 人 が
入内をとる

Sue.K

I537

Jm31

六度集経

雑書愉経

師子素駄
婆断肉経

死体の大陸

死体の太陽

×

死 体

人 間

幼 児

傷 の回復

傷 の 回復

危地からの
脱出

王位の回復

王位の回復

飛行能力の
獲得

カーラ神

樹 神

鬼 神

樹 神

山樹神

山 神

注)○-該当する内容がテキスト中に見出される｡
×-該当する内容がテキスト中に見出されない｡

はみられない強い関連性があること,それは

けっして偶然ではなく,物語の構造の対応と

抜きがたく結びついていることが結論づけら

れる｡

しかしながら,ここで先ほど留保 した点に

もどると,J537と Sui.K との間に観察 さ

れる類似点は,たしかに決定的ではあるが,

きわめて部分的であるにすぎない｡そこで,

この問題について考えるために,Sut.K の

冒東 l･4で作者タントゥラル自身が作品の

典拠としたと称する boddhakawyaという語

の意味を検討することにしたい｡この語は,

サンスクリット buddha(ブッダ)から派生

した形容詞 bauddha(ブッダに関する,仏

教の)にサンスクリットkavya(請)が結合

した,合成語 bauddhakavyaのジャワ化形

である｡この語の解釈をめぐって,ケルンと

スウィト･サントソが異なった説を提出して

いる｡

まず,ケルンはこの語をある特定の文献の

名称と解 し,｢タントゥラルが彼の詩を書 く

にあたって,あるモデルにしたがったことは

疑いえない｣と考えた [Kern1888:166]｡

さらに,彼 は別 の論文で Jm31とパー リ

経典中のスタソーマ物語を紹介 した あと,

Sut.K における人食いの系譜が独 自の もの

であることを指摘 したうえで,こ

のような創案はジャワの詩人には

不可能であると断じ,ワイローチ

ャナのような密教的要素が見出さ

れることをも根拠として,｢詩人

は当然ながら北伝仏教のわれわれ

の知らない何かほかの出典をもっ

ていたに違いない｣と結論づけた

[Kern1912:145-146]｡つまり,

彼の考えでは,密教的要素をもっ

たある未知の非パー リ上座部系の

スタソーマ物語が先行形態として

存在 し,その直接的継承が Sut.K

なのである｡ これに対 してスウィト･サント

ソは,boddhakawyaをブ ッダない し仏教

に関する物語一般と解 した｡彼 によれば,

Sut.K は,J537を枠物語 と し,その枠の

なかにそのほかのジャータカや叙事詩からと

られた諸モチーフが挿入されてできた,そし

て, このような構造の設定とモチー フの選

択は作者タントゥラルの独創で あるとい う

[SoewitoSantoso1975:36-38]｡11)

筆者はふたつの理由からスウィト･サント

ソの説が合理的であると考えている｡ まず,

Sut.Kの構造は先に述べたように,現存する

どのスタソーマ物語からも遠 く離れており,

ケルンが想定するような Sut.K の直接的な

先行モデルを,インドにおけるスタソ-マ物

語の変遷史のなかに位置づげえる可能性がほ

とんどない｡さらに,スタソーマ物語のよう

な説話文学ではとくにそうであるが,教理的

立場を示すテ-マと物語自体を構成するモチ

ll)750年ないし850年ごろに建造されたとされるボ
ロブドゥ-ル遺跡の第1回廊欄棺上段の第116
面から第119面にかけて,スタソーマ物語の浮
彫りがみられる｡スウィト･サントソはこれが
J537にもとづくかのように記述 しているが
[SoewitoSantoso1975:610],実際はこれら
一連の浮彫りはJmを典拠にしており,Sut.K
の直接的源泉とはなりえない｡

ll
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-フとは区別して考えられるべきであり,ワ

イローチャナの下生という大乗的テーマのも

とに,非大乗文献からのモチーフが借用され

てひとつの物語が構成されるということは何

ら矛盾ではない｡むしろ,スウィト･サント

ソの主張するようなジャワの詩人の独創性を

認めた方がはるかに合理的だと思われる｡

したがって,ここでこの章の結論として,

われわれの知りうる限りJ537が Sui.K の

枠物語として採用されたことを認めてもよい

だろう｡枠物語に挿入された諸モチーフにつ

いてもインド起源の伝承との関連が認められ

るが [ibid.:37138],それらの典拠について

は別途に考察する必要がある｡12) また,これ

らを含めてインド起源の伝承が,どのような

形でこのジャワの詩人に伝えられたのかも未

解決の問題である｡古ジャワ語にパーリ語の

痕跡は認められないというが [崎山 1974:

125],実際は当時ジャワにパー リ経典が存

在 していたのか,サンスクリットで書かれた

′537相当のテキストが存在したのか, ある

いは口承による伝播があったのか,いずれも

開かれた選択肢として残されている｡ さら

に,このテキス トが含む思想についての検討

も今後の課題である｡

IV Sue.Kから Sut.Cpへ
Sut.Kが書かれてからおよそ 1世紀以上

の年月を経て Sut.Cbが成立したOこの間に

物語の構造がどのように変化したかを,この

章では分析 してみたい｡表3は,両テキス ト

の物語構造を,比較しやすいように主要な

場面ごとに区切って並直したものである｡ さ

て,これからわかるように,両者の構成はい

くつかの例外を除いてきわめて緊密な一致を

12)ガジャワクトラ,舵,雌獅子の帰順 (㊨,㊨,
⑥)の典拠に関しては,とくにEnsink[1974]
を参府｡

12

示しているo実際,Sut.Cpのテキストを読

んでいくと,あたかもSut.K の内容を逐一

要約していったかのような印象を受ける｡

しかも,その要約の程度は大変にすすんでお

り,多くの部分で Sut.K の内容をあらかじ

め知らなくては文脈がたどれないほど,圧縮

された表現がなされている. さらに,Sue.CP
には,Sut.Kの一節をそのまま引き写 したよ

うな箇所こそみあたらないが,両テキス トの

内容上対応する部分で同一の単語が同一の配

列で用いられている例が散見される[Ensink

1967:1ト12]｡したがって,エンシンクが結

論づけたように,Sut.Cpの作成者が Sut.K

を知っており,種本として利用したことは疑

いえない [ibid.:11]｡ この限 りで Sut.Cp

は Sut.K のダイジェス ト版ということがで

きる｡

それでは,両者の相違点についてはどう考

えるべきであろうか.これらの点こそ,Sut.

Cp独自の性格を示すものとして注目されな

ければならない｡まず,エンシンクが指摘し

ている3項目をとりあげてみよう [loc.cit.]｡

(1)しばしば異なった系譜を示す｡

(2)ダシャバーフの結婚のエ ピソー ドの増

広｡

(3)登場人物の名の多くが異なっている｡

第1に,ふたつのテキス トはいずれも主たる

登場人物の家系を詳しく述べているが,その

内容に徽妙な違いがみられる｡ なかでも注目

されるのは,スタソーマの出自がコ-ラワ族

(Korawa)からパーンダワ族 (P豆叫awa)に

かわっている点である｡13) この変化の結果,

表3でわかるように,@(a)が圧]と匝]に分裂す

ることになった｡本来スミトラ尊者 はスタ

ソーマと同じコーラワ族の出身であるが,ス

タソーマの所属が移動したために,別個にそ

13)インド側テキストでスタソーマの出自を明記し
ているのはJ537とJm 31だけである｡い
ずれもコーラワ族の出自としている｡
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表3 Sut.K とSut.Cbの 構 成 比 較

Sue.K Sut.Cb

① スタソーマの誕生 ･出家

◎ ケーシャワ尊者との出会い

@ スミトラ尊者との出会い

(a)スミトラ尊者が,自分自身とスタソ

-マとダシャバーフの血縁を説く

(b) ダシャバーフの生いたちを説く

(C) 人食いの生いたちを説く

④ ガジャワクトラの帰慣

◎ 蛇 の 帰 順

⑥ 雌獅子の帰慣

(彰 インドラ神の誘惑

㊥ ダシャバーフとの出会い

◎ スタソーマの結婚

(a)ダシャバーフが,自分自身の結婚の

⑳
⑳
⑩
㊥
⑭
⑯
⑯

いきさつを語る

スタソーマの帰国

人食いの百王捕獲

人食いの-スティナ進撃

決 戦

人食いの帰順

カーラ神の帰順

結 末

E]人食いの生いたち･人食い化

スミトラ尊者の身の上

パーンダワ族の系譜

B] ダシャバーフの生いたち

匝】 ダシャバーフの結婚

[司 スタソーマの誕生 ･出家

[司 ケ-シャワ･スミトラ尊者との出会い

回 ガジャワクトラの帰順

匝1蛇 の 帰 順

団 雌 虎 の 帰 順

囲 インドラ神の誘惑

国 ダシャバーフとの出会い

圃 スタソーマの結婚

圏 スタソーマの帰国

国 人食いの~百王掃獲

国 人食いの-スティナ進撃

匿l決 戦

国 人食いの帰傾

国 カーラ神の帰順

ジャヤウィクラマ王の蘇生

結 末

の身の上を叙述せざるをえな くなったのであ

る｡エソシンクはこの現象をワヤンの伝統に

関連づけて説明 している [ibid.:60].14) 一

般に,演劇では時間軸に沿った物語の叙述の

配列とともに,演技者の視覚的な空間配置が

重要な意味をもつ｡とくにワヤン･ク リット

では原則 として ダラン (dalang,人形使い)

の右手側に善役,左手側に悪役が配置される

か ら,登場人物が善悪を象徴するいずれの陣

14)ワヤンとしては皮製人形の影絵芝居であるワヤ
ン･クリットが一般によく知 られているが,

そのはかにも木製の人形を使うもの (wayang
gol蝕),仮面をつけた人間が演じるもの (wa･
yangtop色ng),あるいは絵巻物形式のもの
(wayangb色ber)などがある｡本稿においては
特定の形態のワヤンに限定することは避けたい
と思う｡

宮に属するかはとりわけ重要な区別になる｡

ところで,ジャワの古典文芸に強い影響を及

ぼ したインドの叙事詩マハーバーラタでは,

パーンダワ族が善でありコーラワ族が悪であ

る. したがって,もしSut.CPの形成がワヤ

ンと関連 していたとすれば,善なる主人公の

出自をあえてパーンダワ族にあらためること

は,マハーバーラタに慣れ親 しんでいたジャ

ワ人にとってきわめて自然なことであったと

理解されようoSut.Cbとワヤンの伝統 との

関連については,このあとで再びとりあげた

い｡

第 2の相違点は,表 3の匝]ダシャバーフの

結婚のエピソー ドが大変に詳 しくなっている

ことである｡Sut.K ではわずかに 4詩 節 の

量,それも登場人物の語 りという形式をとっ

13
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ているが,Sui.Cbではひとつの独立したエ

ピソードに発展している｡ この部分が Sui.

CPの作成者によって創作されたのではなく

Sut･K以外の伝承にもとづいて付加された,

というエンシンクの推測は,チャンタカパル

ワの性格からみても妥当だと思われる [ibid.

:18]｡

第3の点については,エソシンク自身そう

いう事実があることを指摘するにとどまって

いる｡

さて,エソシンクはSut.C2とワヤンとの
関連を指摘している｡ そこで,この興味深い

結構の可能性をみきわめるために,重要と思

われるにもかかわらずエンシンクがみのがし

ている三つの相違点を検討してみたい｡

(4)枠物語の解体と時間軸に沿った単線化｡

(5)ジャヤウィクラマ王蘇生のエピソードの

付加｡

(6)教理的性格の後退と物語性-の傾斜｡

まず,Sut.Kでは,そのなかのい くつかの

エピソードが,登場人物によって語られると

いう形式をとっている (表3③(a),(b),(C),

㊨(a))｡ このように,入れ子形式をとること

によって物語全体が重層的になっている｡ と

ころが,これらはSui.CPにおいてはすべて

地の文 (E],回,B],E],@])に書きあらた

められている｡ ここで注意すべきことは,こ

の新しい配列がきわめて意図的にならべられ

ていることであるo まず圧]で人食いの生い

たちが語られ,人食いが跳梁して人々を苦し

めているという物語世界の舞台設定がなされ

る｡ 次に,善役側のなかの最年長者であるス

ミトラ尊者の身の上が瓦で述べられ,続いて

B]で善役側のなかでも主役級のスタソーマと

ダシャバーフ両者の共通の家系が示される｡

そして,年上のダシャバーフの生いたち･結

婚がB],B]と語られたあと,年下のスタソー

マの物語が始まる. つまり,Sut･CPのエピ

ソードの配列は,きわめて正確に時間の経過

14

に沿っているのである｡枠物語を解体し時間

軸に沿って単線的に展開するというこのよう

な特色は,Sut.Cbが何らかの演劇的パフォ

ーマンスと関係があったことの反映だと思わ

れる｡

次の点は,結末部分に匪lジャヤウィクラマ

王の蘇生のエピソードが追加されているこ

とである｡ このシンハラ (スリランカ)の王

は,100人の王たちが人食いによって次々と

生けどりにされていったなかで,ただひとり

勇敢にたち向かって殺されてしまった人物で

ある｡ ところで,梗概⑭に述べられているよ

うに,スタソーマが人食いを謝伏した段階で

決戦場で倒れたすべての死者たちは生きかえ

るが,戦場は ｢インド本土｣であるから,ス

リランカで死んだジャヤウィクラマ王はこの

恩恵を受けることができないことになる｡お

そらくSui.CPの作成者はこの不都合に気づ

いて,スタソーマの願いに応じて神がこの王

を蘇生させるというエピソードをあらたに挿

入したものと思われる9 このことは,荊述の

第2項目とともに,Sui･Cpの作成者がけっ

して機械的に Sut.K を要約していったので

はないことを示している｡

最後に,物語の構成上の変化をもたらすも

のではないが,量的な減少をもたらした,チ

キストの性格上の相違点にふれておかなくて

はならない｡まず,Sut.Kでは教理的主張

が⑦と⑭において明確に表現されている｡ そ

の骨子は,スタソーマがワイローチャナの権

化であること,ジナ (ブッダ)の真理とシワ

神の真理が根本的には同一であること,の2

点である [Sut.K.･52･12,139･5]015)前者

15)Sue.Kの139章5節はインドネシア共和国の国
是として知られる"Bhinnekatunggalika"の
出典である｡直訳すると｢それらは異なってい
るが,それらは同じである｣となり,ブッダと
シヴァ神の教えが根本的には等しいことを説く
のが原義である｡語句の第1要素がbhinnaと
ikaの音声結合になっていることに注意｡
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は大乗仏教期におけるジャータカの変容を知

るうえで興味深 く,16)後者はヒンドゥー ･ジ

ャワにおけるシワ･プッダ信仰の存在を証す

根拠のひとつとされている [Kern1888]｡ さ

らに,ダシャバーフ,ジャヤウィクラマはそ

れぞれブラフマー神,ウィシュヌ神の権化に

設定されているから,シワ神の権化に対 して

ワイローチャナ,ブラフマ-,ウィシュヌが

対抗するという図式になるわけである [Sut.

K:115･5]｡ それに対 して,Sut.Cpではス

タソーマと人食いがそれぞれブッダとシワ神

の権化とされているだけであり,スタソーマ

がワイローチャナの権化であることは語られ

ず,シワニブッダの観念もわずかに暗示され

るにとどまっている [Sut.CP:50]｡ また,

Sue.Cpにおいては,このように Sut.K 特

有の教理的な表現が著 しく弱められている一

方で,Sut.K にはみられない,よ り世俗的

な人生論的言明があらたに挿入 されている

libid.:32,54] .

次に,タントゥラルは,インドラ神がスタ

ソーマを誘惑する場面((令),海岸でむかえる

スタソーマ夫婦の初夜の場面(⑲)などで,イ

ンド文学のカーヴィヤにみ られる修辞技巧

(alaThkara)に即した繊細な描写を延々とお

こなっているが,Sut.C2はこれらの場面を

まったく無視 している｡ Sut.K がカーヴィ

ヤの伝統にしたがって情景の描写を重視する

のに対 し,Sut.Cbは行動の叙述に徹 してい

るといえるだろう｡

以上の論点か ら,Sut.CP は Sut.K のダ

16)ジャータカは,歴史上1回だけ出現したシャカ
族のブッダの前生,すなわち修道者としての菩
薩であったときの行動を叙述する物語形式な
のだが,Sue.K においてはもはやプッダの前
生の話ではなくなっている｡大乗期の Sut.K

は,複数のブッダ (たとえば毘慮遮那仏)のコンテンポラリー
同時的 な遍在を前提としており,あたかもヴ

ィシュヌ神やシヴァ神が地上世界に出現 (再生
･化身･潰依)するかのように,ブッダをこの

世に下生させている｡

表4 古ジャワ語と中期･現代ジャワ
語の人称代名詞の用法

古ジャワ語 l中期･現代ジャワ語

イジェス ト版であるが単なる機械的な要約で

はなく,何らかの演劇的パフォーマンスの遂

行を目的として改編された可能性があると結

論づけることができよう｡ エンシンクはチャ

ンタカパルワがバ リ島のダランたちによって

バクム (pakem,ワヤン上演の際の心覚えと

して用いられる筋書)として利用されてきた

のではないかと推測している [Ensink1967:

15]｡

この点に関して興味深い ことは,Sut.Cp

のテキス トにおける人称代名詞の用法で あ

る｡17)表4に示 したように,古ジャワ語と中

期ないし現代ジャワ語 とで は,人称代名詞

kamiと sira18)の意味がずれている｡ところ

が,Sut･Cpにおいて両者は,地の文では古

ジャワ語的な,セ リフの部分では中期ないし

現代ジャワ語的な意味で,それぞれ用いられ

ていることが観察される｡このような用法の

使いわけは,たんに中期ジャワ語的語桑の混

入というだけではすまない｡古ジャワ語を享

受できたであろうテキス トの ｢読み手｣にで

はなく,語られるセリフの ｢聞き手｣に対す

る配慮と考えられないだろうか｡

ともあれ,Sut.Cp とワヤンとの関係につ

いてより厳密な結論を出すには,とくにバ リ

島におけるワヤンの実証的調査がいまのとこ

ろ不十分であり,将来の研究をまたなければ

ならない｡

17)Sut.CL)の一般的な言語的特徴については
Ensink[1967:13-14]を参照｡
18)ただし,kami,siraともに現代ジャワ語の日常
語菓ではない｡

IS
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お わ り に

ここで本稿の結論を手短に振りかえってお

こう｡ ｢スタソーマ｣と呼ばれる古ジャワ語

のテキス トが2点現存する｡ 1点は,14世紀

の詩人タントゥラルが,J537の伝えるスク

ソーマ物語を枠組みにしてつくりあげた韻文

の作品であり,他の1点は,それの演劇的パ

フォーマンスへの応用を目的として改編され

た散文のダイジェス ト版であり,古ジャワ語

末期に編纂されたチャンタカパルワという作

品に収められている｡ 結論自体はこれだけに

まとめることができるが,実際にはこれ ら

のテキス トは多くの問題をはらんだままであ

る｡

ひとつには,Sut.K のテキス ト自体 に含

まれた宗教思想上の問題である｡14世紀の東

ジャワにおいて,なぜこれほど仏教的立場を

鮮明にしたテキス トが出現 しえたのか｡19) シ

ワ神とブッダの教えが根本的には同じである

と説く態度は折衷主義を思わせる (これ自体

興味深い)が,実際にはブッダの暴力ならざ

る威力によるシワ神に対する勝利を茸えてい

るのである｡これは,当時のマジャバイト朝

の社会的文脈のなかで,あらためて考察され

なければならない課題である｡

もうひとつには,｢テキス ト｣という概念

そのものの問題がある｡ これまでとりあえず

テキス トという言葉を用いてきたが,現実に

はこれらはいくつかの写本の総体ないし写本

から帰納された理念的産物である｡ さらに,

これらの写本 (現存 ･散逸を問わず)ち,た

またま文字として定着 したテキストにすぎな

いのであって,物語を伝えたであろう無数の

文字として定着 しなかったテキス トと相補う

ことによってはじめて,すべてのテキス トの

19)インドネシアにおける仏教の歴史については岩
本 [1973]を参席｡

10

総体を形成することになる｡ 文字として定着

しなかったテキス トとは,一般的には人々の

脳裏にのみ存在 した物語のイメージであり,

より具体的には絵画やワヤンとして表現され

たテキス トである｡ ワヤンとの関連について

は本稿で述べたが,広い意味でのテキス ト全

体を視野に入れた研究がこれから必要とされ

るであろう｡20)
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